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特集 支配継続から喪失までの論点を整理

子会社株式を売却した際の会計上の留意点
続
け
る
こ
と
に
な
る
点
に
留
意
が
必
要
で

あ
る（
資
本
連
結
実
務
指
針
49
―
２
項
本

文
）。
ま
た
、
負
の
値
と
な
っ
た
資
本
剰

余
金
を
利
益
剰
余
金
か
ら
減
額
す
る
処
理

（
資
本
連
結
実
務
指
針
39
―
２
項
）を
行
っ

て
い
た
場
合
は
、
対
象
の
子
会
社
が
連
結

除
外
さ
れ
て
も
、
当
該
処
理
は
継
続
さ
れ

る（
資
本
連
結
実
務
指
針
49
―
２
項
な
お

書
き
）。

そ
の
他
実
務
上
の

論
点

⑴
　
未
実
現
利
益
の
取
扱
い

①
　
親
会
社
か
ら
子
会
社
に
資
産
を

売
却
し
て
い
る
場
合（
ダ
ウ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
）

資
産
の
売
却
先
で
あ
る
子
会
社
株
式
の

一
部
を
売
却
し
、
同
社
が
持
分
法
適
用
関

連
会
社
と
な
る
場
合
、
過
年
度
に
お
い
て

親
会
社
か
ら
子
会
社
に
売
却
し
て
い
た
資

産
に
係
る
未
実
現
利
益
は
、
関
連
会
社
化

に
伴
い
、
投
資
会
社
の
持
分
比
率
に
相
当

す
る
金
額
を
消
去
す
る
よ
う
に
調
整
す
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
当
該
調
整
は
子
会

社
株
式
の
売
却
損
益
と
し
て
処
理
し
、
関

連
会
社
株
式
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
売
却
後
の
残
存
持

分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
未
実
現
利

益
を
消
去
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

②
　
子
会
社
か
ら
親
会
社
に
資
産
を

売
却
し
て
い
る
場
合（
ア
ッ
プ
ス
ト

リ
ー
ム
）

資
産
の
売
却
先
で
あ
る
子
会
社
株
式
の

一
部
を
売
却
し
、
同
社
が
持
分
法
適
用
関

連
会
社
と
な
る
場
合
、
過
年
度
に
お
い
て

子
会
社
か
ら
親
会
社
に
売
却
し
て
い
た
資

産
に
係
る
未
実
現
利
益
は
、
投
資
会
社
の

持
分
比
率
に
相
当
す
る
金
額
を
消
去
す
る

よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

当
該
調
整
は
子
会
社
株
式
の
売
却
損
益
と

し
て
処
理
し
、
親
会
社
が
保
有
す
る
資
産

を
減
額
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
売
却
後
の
残
存
持
分
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
未
実
現
利
益
を
消
去

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
　
取
得
関
連
費
用
の
取
扱
い

Ⅰ
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
。
な
お
、

一
部
売
却
に
よ
り
支
配
を
喪
失
し
、
連
結

か
ら
持
分
法
に
移
行
し
た
場
合
に
は
、
連

結
財
務
諸
表
上
、
過
去
に
費
用
処
理
し
た

付
随
費
用
を
戻
す
こ
と
は
し
な
い
た
め
、

関
連
会
社
株
式
の
持
分
法
評
価
額
に
支
配

喪
失
以
前
に
費
用
処
理
し
た
支
配
獲
得
時

の
付
随
費
用
は
含
め
な
い
こ
と
と
な
る

（
資
本
連
結
実
務
指
針
46
―
２
項
）。

Ⅲ
全
部
売
却
、一
部
売
却
の
ケ
ー
ス
に
み
る

持
分
法
適
用
関
連
会
社
に
な
ら

な
い
場
合
の
会
計
上
の
留
意
点

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

公
認
会
計
士
　

吉
田　

剛

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
会
社
で
あ
っ

た
会
社
の
株
式
を
売
却
し
、関
連
会
社（
持

分
法
適
用
会
社
）に
も
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

の
取
扱
い
を
解
説
す
る
。

な
お
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で

保
有
し
て
い
た
株
式
を
す
べ
て
売
却
す
る

パ
タ
ー
ン（
以
下
、
本
章
に
お
い
て「
全
部

売
却
」ま
た
は「
パ
タ
ー
ン
①
」と
い
う
）

と
、
売
却
す
る
も
の
の
一
部
の
持
分
が
残

り
、
残
存
す
る
株
式
が
そ
の
他
有
価
証
券

に
な
る
パ
タ
ー
ン（
以
下
、
本
章
に
お
い

て「
一
部
売
却
」ま
た
は「
パ
タ
ー
ン
②
」と

い
う
）が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
な

解
説
に
つ
い
て
全
部
売
却（
パ
タ
ー
ン
①
）

を
前
提
に
行
っ
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ

て
一
部
売
却（
パ
タ
ー
ン
②
）の
と
き
の
論

点
を
補
足
す
る
形
で
稿
を
進
め
る
。

基
本
的
な
会
計
処
理

の
概
要

⑴
　
全
部
売
却（
パ
タ
ー
ン
①
）の
ケ
ー
ス

連
結
子
会
社
株
式
を
売
却
し
、
当
該
子

会
社
に
対
す
る
支
配
を
喪
失
し
、
さ
ら
に

同
社
が
関
連
会
社（
持
分
法
適
用
会
社
）に

も
な
ら
な
い
場
合
、
同
社
は
連
結
の
範
囲


